
地理学連携機構より日本学術会議の高校地理歴史教育への提言(2011年 8月) 

「新しい高校地理・歴史教育 －グローバル化に対応した時空間認識の育成－」と 

文部省研究開発学校制度における教育現場実践を踏まえた 

「高校地理歴史教育に関するｼﾝﾎﾟｼﾞｭｳﾑ 2014 年 6 月 14 日(土)」

へのお誘い 

―日本史必修化検討報道(2014年 1月７日)に対する地理学の立場－ 

                      

 

 今年の 1月７日、下村博文文部科学相は「グローバル化が進む中で、日本の歴史や文化に対する教養

を備えた人材の育成が必要」と発言され、文部科学省は、高校で選択科目となっている日本史必修化を

検討している旨の報道がなされた。今夏にも中央教育審議会に高校の学習指導要領の改訂を諮問し、以

下の必修化案が検討されているという。 

(1)日本史と公民を必修とし、世界史と地理を選択制にする 

(2)日本史と世界史を必修とし、公民と地理を合体した新教科を創設する 

(3)日本史、世界史、地理の総合科目を新設する。 

 

2011 年 8 月に日本学術会議が提言した「新しい高校地理・歴史教育の創造－グローバル化に対応し

た時空間認識の育成－ 」では、日本史と世界史を統合した歴史基礎と地理基礎の 2 科目の新設必修化

を提言しています。これは、上記の 3案では、(3)になるのではないかと考えられます。しかし、この（３）

案が、日本史、世界史、地理の統合新設必修科目を一つのみ新設するのであれば、日本学術会議の提言

に即した案ではないということになります。日本学術会議の審議において、地理と歴史の統合新設必修

科目は、歴史学と地理学の方法論とその内容が本質的に異なるため、また、地理学は、自然科学と人文

社会科学の文理融合の学問であり歴史学とは、異なる特性を有するゆえに学界間における連携も少なく、

歴史と地理の総合科目は、中途半端な内容になり、実質的な教科書づくりにも困難を伴うということに

なりました。安易な 3科目総合の必修科目は、望ましくないという結論に達し、それ故、必修科目とし

ては、歴史と地理の 2科目が望ましく、それぞれ時間的、空間的認識のバランスの取れた人材育成の視

点を重視し、歴史基礎、地理基礎になったという経緯があります。 

 

 日本学術会議の提言は、グローバル化に対応した人材を育成するため、日本史においても世界の歴史

の中で考え、日本の歴史を抜きに世界史はあり得ないという歴史の本質に即して、日本史と世界史の 2

分法ではない、本来のあるべき、歴史教育を目指し、「歴史基礎」必修化を提言しています。また、地

理教育においても、「地理基礎」では、従来の地理Aをベースにしながらも近年、日本の経済活性化や

ITを活用した参加型行政実現の基礎的な技術となっているGIS(地理情報システム)を利活用できる人材

の育成や電子地形図、ハザードマップを利用した防災教育など、地形や気候の基礎や地球レベルの環境

問題も重視し、従来の暗記中心の地理教育を一新させる地理教育として、自然と人間の共存を正しく認

識し、現代的課題を解決できる人材育成、GISなどを利用して地域づくりに積極的に参画できる人材育

成を目指しています。また、昨年は、G8 が、オープンデータ憲章を先進国 8か国で締結し、日本でも



オープンデータの取り組みは国家的な課題です。このオープンデータの大半は、自治体情報であるゆえ

に GIS 形式のデータが非常に多いのが実情です。オープンデータの学校教育における地理教育での利

活用に関しては、日本学術会議からの提言として現在作成中であり、今年の夏ごろまでには公表されま

す。 

 

 このように日本学術会議は、世界史未履修問題をうけ、グローバル化に対応した時間的空間的認識の

バランスを持った人材を育成するため、高校地理歴史教育について 5年間の審議ののちに 2011年 8月

に政府に提言し、さらにその後、現在まで、「地理基礎・歴史基礎」必修化については、文部省の研究

開発学校制度のもとに実践授業を実施してきました。日本学術会議の提言以前から文部科学省の研究開

発学校制度を利用した地理と歴史の融合科目の実践(京都府立西乙訓高校)もありますが、地歴融合科目

の現実的な難しさを受けて、2011 年 8 月の日本学術会議の提言後は、地理基礎、歴史基礎の実践を文

部科学省の研究開発学校制度のもとに日本橋女学館高校と神戸大学附属中等教育学校で実践し、来るべ

き指導要領改訂に向けて実践事例を積み重ねてきております。 

 本年、1月 7日に新聞報道された日本史を必修にするための 3種類の必修化案に関して（３）の必修

化案は、問題はあるにせよ(1)、(2)案と比較して日本学術会議の提言をベースにしたものに近いのでは

ないかと思われますので、6 月 14 日に東京大学で実施することになりました。以下のプログラムで実

施致しますので、多くの方々に参加していただきますように、お願いいたします。 

高校地理歴史教育に関するシンポジュウム 

開催趣旨 

日本学術会議は 2011 年に提言「新しい高校地理・歴史教育の創造―グローバル化に対

応した時空間認識の育成―」（2011.8.3）を発表し、地理基礎・歴史基礎の新設必修化など

を軸にした新たな方向性を提起しました。その後の議論と実践を踏まえ、今、なぜ、地理

基礎・歴史基礎が日本の教育にとって大切かを改めて日本学術会議から発信します。 

 

開催日時  2014 年 6月 14日(土) 

開催場所  東京大学駒場キャンパス21KOMCEE レクチャーホール 

        (アクセスは、添付ファイルのポスターに掲載しています。) 

開場 12:30  

開会挨拶 木村 茂光（日本学術会議第一部会員、帝京大学文学部教授）  

第一部 日本学術会議からの報告と実践報告 13:10-15:15  

 再び高校歴史教育について――“歴史基礎”科目に求められるもの  

    久保 亨（日本学術会議第一部会員、信州大学人文学部教授）  

 グローバル化時代の高校歴史教育と B 科目の改革  

    油井 大三郎（日本学術会議特任連携会員、東京女子大学現代文化学部教授）  

 高校地理教育について――“地理基礎”の将来性と課題  

    井田 仁康（日本学術会議連携会員、筑波大学人間系教授）  

 高校選択科目“地理”の内容  



    秋本 弘章（独協大学経済学部教授）  

 ＝実践報告：高校教育の現場から＝  

 京都府立西乙訓高校における地歴融合科目の実践  

    須原 洋次（京都府立北嵯峨高等学校校長）  

 日本橋女学館高校における地理基礎、歴史基礎の実践  

    揚村 洋一郎（東海大学付属仰星高等学校校長）  

 神戸大学附属中等教育学校における地理基礎・歴史基礎の実践  

    山崎 健（神戸大学発達科学部教授）  

休憩 15:15-15:30  

第二部 自由討論 15:30-16:50  

閉会挨拶 碓井 照子（日本学術会議第一部会員、奈良大学名誉教授） 

問合せ先：信州大学人文学部久保研究室（松本市旭 3-1-1）  

     筑波大学人間系井田研究室（つくば市天王台 1-1-1） 


